
鹿児島工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 土質力学
科目基礎情報
科目番号 0053 科目区分 専門 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 都市環境デザイン工学科 対象学年 3
開設期 通年 週時間数 2
教科書/教材 環境・都市システム系教科書シリーズ3 土質工学　コロナ社，　基礎を深める土質力学320問　理工図書
担当教員 堤 隆
到達目標
上部構造物（建築物、橋梁等）を設計施工するために、上部構造物に適した地盤を選定あるいは地盤改良し、適切な設計施工する土質（地盤
）の知識を習得する。本講義では特に土の性質，および変形と強さに関して習得する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安
土の構成と基本的物理量について
理解する

土の基本的物理量に関する計算問
題が完全に(9割以上)解ける

土の基本的物理量に関する計算問
題が8割以上解ける。

土の基本的物理量に関する計算問
題が解けない。

土の物理的性質について理解する 土の物理的性質について正確に
(9割以上)説明できる。

土の物理的性質についてほぼ正確
に(8割以上)説明できる。

土の物理的性質について説明でき
ない。

地盤内の水の流れについて理解す
る

ダルシーの法則に関する物理的意
味の説明問題,これを使った浸透解
析が8割以上できる。

ダルシーの法則に関する物理的意
味の説明問題,これを使った浸透解
析が6割以上できる。

ダルシーの法則に関する物理的意
味の説明問題,これを使った浸透解
析ができない。

地盤内の応力について理解する
地盤に発生する応力および有効応
力の原理について正確に(8割以上
)説明・誘導・計算ができる。

地盤に発生する応力および有効応
力の原理についてほぼ正確に(6割
以上)説明・誘導・計算ができる。

地盤に発生する応力および有効応
力の原理について説明・誘導・計
算ができない。

飽和土の圧密特性について理解す
る

飽和土の厚み津現象を正確に(8割
以上)説明でき,圧密沈下量や圧密沈
下時間の計算が8割以上できる。

飽和土の厚み津現象をほぼ正確に
(6割以上)説明でき,圧密沈下量や
圧密沈下時間の計算が6割以上でき
る。

飽和土の厚み津現象を説明できず
,圧密沈下量や圧密沈下時間の計算
ができない。

土のせん断強さについて理解する
土のせん断試験および排水条件に
ついて正確に(8割以上)説明でき
,試験結果の整理が正確に(8割以上
)できる。

土のせん断試験および排水条件に
ついてほぼ正確(6割以上)に説明で
き,試験結果の整理がほぼ正確に
(6割以上)できる。

土のせん断試験および排水条件に
ついて説明できず,試験結果の整理
ができない。

学科の到達目標項目との関係
本科（準学士課程）の学習・教育到達目標 3 本科（準学士課程）の学習・教育到達目標 3-c
教育方法等
概要 上部構造物（建築物、橋梁等）を設計施工するために、上部構造物に適した地盤を選定あるいは地盤改良し、適切な設

計施工する土質（地盤）の知識を習得する。本講義では特に土の性質と変形と強さに関して習得する。

授業の進め方・方法
本科目では数学、物理、化学、応用力学などの知識を用いて、構造物の支持地盤、材料としての土の基本的な性質を学
ぶ。ここで学んだ内容は4年に開講される地盤の問題を工学的に扱うための基礎的科目である。中間試験および期末試験
を実施する。

注意点 講義と演習を行いながら学習を進めることを基本とする。基本的な数学、応用力学をよく理解して授業に臨むこと。用
語や定義式の暗記、あるいは式の誘導を通して力学的背景を理解する。

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 土の基本的性質の概説 土質力学の概要､土の定義、土の生成を理解できる
2週 土の物理量 土粒子、物理的性質、物理量相互関係が理解できる
3週 土の物理量 土粒子、物理的性質、物理量相互関係が理解できる

4週 土の工学的分類 コンシステンシー限界、コンシステンシー限界、土の
工学的分類が理解できる

5週 土の締固め 土の締固め特性と工学的利用が理解できる
6週 土の締固め 土の締固め特性と工学的利用が理解できる

7週 地盤内応力の定義 有効応力の原理を理解し、鉛直応力と水平応力を求め
ることができる

8週 地盤内の水の流れの概説 地盤内の間隙水圧、毛管作用、凍上現象が理解できる

2ndQ

9週 飽和地盤の水の流れ 浸透流、室内・現場透水試験、地盤の透水係数、流量
計算が理解できる

10週 飽和地盤の水の流れ 浸透流、室内・現場透水試験、地盤の透水係数、流量
計算が理解できる

11週 流線網と浸潤線 流線網を使って流量計算ができる

12週 浸透流と浸透水圧 全応力、有効応力、間隙水圧、過剰間隙水圧の相互関
係を理解し、現象を理解できる

13週 上載荷重による応力 地盤内に発生する応力の計算ができる
14週 上載荷重による応力 集中荷重、線荷重による地盤内の応力が理解できる

15週 答案の返却・解説
試験において間違えた部分を自分の課題として把握す
る
（非評価項目）

16週

後期 3rdQ 1週 圧縮と圧密 圧密試験に関する諸量、圧密降伏応力、正規圧密と過
圧密を理解できる



2週 圧縮と圧密 圧密試験に関する諸量、圧密降伏応力、正規圧密と過
圧密を理解できる

3週 圧密の時間的経過とその理論  テルツァギの一次元圧密理論、有効応力と過剰間隙水
圧が理解できる

4週 圧密沈下量、沈下時間の計算 沈下量と沈下時間の計算ができる
5週 圧密沈下量、沈下時間の計算 沈下量と沈下時間の計算ができる

6週 圧密試験と整理法 圧密試験による圧縮係数など圧縮定数を求めることが
できる

7週 圧密試験と整理法 圧密試験による圧縮係数など圧縮定数を求めることが
できる

8週 主応力とモールの応力円 モールの応力円を土質力学の問題へ活用できる

4thQ

9週 主応力とモールの応力円 モールの応力円を土質力学の問題へ活用できる
10週 土の破壊と強さ せん断応力とせん断破壊が理解できる
11週 土のせん断試験 土のせん断強度を得るための試験方法を理解できる
12週 ダイレイタンシー せん断変形に伴う体積変化について理解できる

13週 粘性土のせん断特性 各排水条件の異なる三軸圧縮試験による粘性土のせん
断特性が理解できる

14週 粘性土のせん断特性 各排水条件の異なる三軸圧縮試験による粘性土のせん
断特性が理解できる

15週 答案の返却・解説
試験において間違えた部分を自分の課題として把握す
る
（非評価項目）

16週
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

専門的能力 分野別の専
門工学 建設系分野 地盤

土の生成、基本的物理量、構造などについて、説明できる。 4 前1
土の粒径・粒度分布やコンシステンシーを理解し、地盤材料の工
学的分類に適用できる。 4 前2,前3,前

4
土の締固め特性を説明できる。 4 前5
ダルシーの法則を説明できる。 4 前8

透水係数と透水試験について、説明できる。 4
前9,前
10,前11,前
12

透水力による浸透破壊現象を説明できる。 4 前13,前14
土のせん断試験を説明できる。 4 後8
土のせん断特性を説明できる。 4 後9

土の破壊規準を説明できる。 4
後10,後
11,後13,後
14

地盤内応力を説明できる。 4 前7,後1,後
8

土の圧密現象及び一次元圧密理論について、説明できる。 4 後1,後2,後
3

圧密沈下の計算を説明できる。 4 後5,後6,後
7

有効応力の原理を説明できる。 4 前1,後6,後
7

評価割合
試験 提出物 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 80 20 0 0 0 0 100
基礎的能力 40 5 0 0 0 0 45
専門的能力 35 15 0 0 0 0 50
分野横断的能力 5 0 0 0 0 0 5


